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平成 26 年３月期 連結業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 
 
 
平成 25 年 11 月 13 日に公表しました平成 26 年３月期（平成 25 年４月１日～平成 26 年３月 31 日）

の連結業績予想値と実績値との差異に関しまして、下記のとおりお知らせいたします。 
 

記 
 
１．通期（平成 25 年４月１日～平成 26 年３月 31 日）の連結業績予想値と実績値との差異 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益

前 回 発 表 予 想（Ａ） 
（平成 25 年 11 月 13 日公表） 

百万円

32,000 

百万円

850 

百万円

750 

百万円 

620 

円 銭

30.99 

今 回 実 績 （ Ｂ ） 32,970 553 884 629 31.49 

増   減   額（Ｂ－Ａ） ＋970 △296 ＋134 ＋9 ― 
増       減       率（％） ＋3.0 △34.9 ＋17.9 ＋1.6 ― 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 
（ 平 成 2 5 年 ３ 月 期 ） 29,215 529 963 598 29.92 

 
２．理由 

売上高につきましては、回路検査用コネクタ・無線通信機器の両セグメントにおいて第４四半期

連結会計期間の売上高が想定を下回りましたが、車載通信機器セグメントにおいては消費税増税前

の駆け込み需要などにより売上高が大幅に伸長したことにより、予想値を上回りました。 
営業利益につきましては、第４四半期連結会計期間における上記のセグメント構成及び製品構成

の変動が主要因となり、予想値を大幅に下回りました。 
経常利益につきましては、円安の進行・定着に伴う為替差益 292 百万円の計上などにより、予想

値を上回りました。 
当期純利益につきましては、経常増益があったものの、携帯端末向けアンテナ事業の撤退に伴う

特別損失（事業構造改善費用）145 百万円の計上や、繰延税金資産の一部取崩しによる税金費用の

増加などにより、予想値を若干上回る水準となりました。 
 

以 上 
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